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各  位 

平成 21 年１月 29 日 

                  会 社 名     東亞合成株式会社 
                  （ＵＲＬ http://www.toagosei.co.jp/ ） 

                  代表者名 代表取締役社長    橋 本  太 

                   （コード番号 ４０４５ 東証・大証・名証第１部・福岡） 

                  問合せ先 ＩＲ広報室長     川 浦 義 章 

                       （ＴＥＬ ０３－３５９７－７２１５） 

 

特別損失の発生および業績予想（連結・個別）の修正に関するお知らせ 
 

 このたび、下記のとおり特別損失が発生いたしますので、その概要をお知らせいたしますととも

に、最近の業績の状況を踏まえ、平成 20年 10 月 27 日に発表いたしました平成 20 年 12 月期（平成

20 年１月１日～平成 20年 12 月 31 日）の通期業績予想を修正しましたのでお知らせいたします。 

 

記 

１．特別損失の発生およびその内容 

（１）貸倒引当金繰入額の計上 

当社貸付債権の回収可能性を検討した上で、その一部について貸倒引当金繰入額を計上い

たします。計上額は、連結決算で 2,006 百万円、個別決算で 2,355 百万円です。 

 

（２）投資有価証券評価損の計上 

平成 20 年 12 月期末月の平均時価が著しく下落したことに伴い、投資有価証券評価損を計

上いたします。計上額は、連結決算で 777 百万円、個別決算で 773 百万円です。 

 

（３）減損損失の計上 

当社富山県高岡工場の業務移管に伴う現存製造設備、愛知県名古屋市における寮･社宅移転

に伴う現存建物などにつき減損損失を計上いたします。計上額は、連結決算で 674 百万円、

個別決算で 537 百万円です。 

 

２．業績予想の修正 

（１）平成 20年 12 月期連結業績予想値の修正 

  通 期（平成 20年１月１日～平成 20 年 12 月 31 日）           （金額の単位：百万円） 

 
売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 

１株当たり 

当期純利益 

前回発表予想（Ａ）   168,000   12,400 12,700  5,800  22 円 23 銭 

今回修正予想（Ｂ）   162,500   11,500 11,000  1,800  6 円 90 銭 

増減額（Ｂ－Ａ） △5,500   △900 △1,700     △4,000 ― 

増減率（％） △ 3.3   △7.3 △13.4      △69.0 ― 

前期（平成 19 年 12 月期）   162,729   12,719 13,462   6,403 24 円 52 銭 

 

 （２）平成 20年 12 月期個別業績予想値の修正 

  通 期（平成 20年１月１日～平成 20 年 12 月 31 日）           （金額の単位：百万円） 

 売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 
１株当たり 

当期純利益 

前回発表予想（Ａ） 86,900 7,100 8,600 5,100 19 円 55 銭 

今回修正予想（Ｂ） 84,000 6,700 8,100 1,800 6 円 90 銭 

増減額（Ｂ－Ａ） △2,900    △400 △500 △3,300 ― 

増減率（％） △3.3    △5.6 △5.8 △64.7 ― 

前期（平成 19 年 12 月期） 79,993 6,424 10,196 7,513 28 円 77 銭 
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（３）修正の理由 

平成 20 年 12 月期においては、原燃料価格の高騰に対応した製品価格の是正を実施してま

いりましたものの、景気減速に伴う年末にかけての需要量は予想を超えて減少いたしました。

このような状況から、平成 20 年 12 月期連結業績予想つきましては、売上高、営業利益は前

回発表を下回ると予想しております。さらに経常利益では円高による為替差損の計上により、

当期純利益では、上記１の特別損失の計上により、前回発表を下回ると予想しております。  

平成 20 年 12 月期個別業績予想につきましては、売上高および営業利益、経常利益、当期

純利益の各利益につきましても、連結業績予想と同じ理由により前回発表を下回ると予想し

ております。 

   
（注）予想数値は、本資料の発表日現在において入手可能な情報に基づき当社が判断した数値で

あり、実際の業績は、今後さまざまな要因によって予想値とは異なる結果となる可能性が

あります。 

以 上 


